
「第３期神戸いのち大切プラン」（案）に対する市民意見及び市の考え方 

意見募集期間 2023（令和５）年10月13日（金）～2023（令和５）年11月15日（水）  

寄せられた意見 意見数８件・意見提出者４名 

（ご意見は主旨を損なわない程度に要約しています。） 

番号 意見の概要 意見に対する市の考え方 

１ 【該当箇所】  

柱２－取組３ ストレスの気づきや適切な対応

によるこころの健康づくりの推進 

（要旨） 

自分を知ること、生きているだけで十分に頑

張っていることを理解すること。何もストレ

スのかからない状況に身をおくことが、自分

自身を取り戻す大きな一つだと思う。 

ストレス要因の軽減、ストレスへの適切な対

応など、心の健康の保持・増進に関する普及

啓発に努めてまいります。 

２ 【該当箇所】  

柱１―取組１ 正しい知識と支援情報の周知 

（要旨） 

言葉、仕草、行動すべてにいつでも誰かの心

の刃となるものがあるため、誰しもが誰かの

加害者になるということを忘れない。 

 

特に顔の見えないコミュニケーションツール

も発達する中で、ネットリテラシーや情報モ

ラルの啓発が重要となっています。 

すべての方に「自殺は自分の身近な問題であ

る」という当事者意識を持っていただけるよ

う普及啓発を進めてまいります。 

３ 【該当箇所】 

柱３― 

取組５ あなたもわたしもゲートキーパー 

取組６ 各種相談・早期発見・早期治療 

（要旨） 

誰か一人でも自分を気にしてくれる人がい

て、寄り添い向き合って話を聞いてくれる人

がいることが大切。いのちの電話はとても良

いことだと思う。 

ご指摘のとおり、身近に自身に関わり寄り添

おうとしてくれる人がいることが大切です。

プランにおいては、身近な人の小さな変化に

気づき、関わり、寄り添っていただけるよ

う、ゲートキーパー養成の取り組みを推進し

てまいります。 

加えて、民間等が実施するいのちの相談事業

に対する活動助成（補助）を引き続き実施し

てまいります。 

４ 【該当箇所】 

柱３―取組７ 地域のネットワーク構築や支援

に必要な情報共有のためのプラットフォーム

づくり 

（要旨） 

孤立になりすぎたことで起きている事件もあ

ると思う。人に役立ったと思うことでも生き

るすべを知ることができる。居場所も大切だ

が、人と人との少しでもいいからつながりが

必要だと思う。 

ご指摘のとおり孤独・孤立の対策は自殺対策

において重要な一つの要素となっています。 

取組７に位置づけている事業【自殺対策にか

かる地域プラットフォームの構築】につい

て、一部表現を追記し、【孤独・孤立を生ま

ない包括的な自殺対策にかかる地域プラット

フォームの構築】と修正し、孤独・孤立対策

との連携を図ってまいります。 



５ 【該当箇所】 

柱１―取組１ 

柱２―取組３ 

（要旨） 

本当に自死を止めるためには、市民一人ひと

りが考えなければいけない。命の大切さの教

育が大切。 

ご指摘のとおり当事者意識をもって自殺対策

に関心を持っていただくこと、さらには自他

の命を大切にする心をはぐくむ教育が非常に

重要で、低年齢からの取り組みが必要である

と考えております。 

取組③に位置づけている事業【低年齢からの

こころの健康づくり授業の実施】について、

【低年齢からのいのちとこころの健康づくり

授業の実施】と追記し、自殺に関する正しい

理解の促進に努めてまいります。 

６ 【該当箇所】 

柱１―取組３ 

柱１―取組４ 

柱２―取組５ 

（要旨） 

社会全体が人に優しくなる教育をしないと自

殺者は減らない。人のことは知らない、個人

情報が大事といわず、人の命を大事と思い、

周囲の見守る目を増やす。 

ご指摘のとおり互いを見守り、支え合えるよ

うな社会を実現することは、自殺対策に不可

欠であると考えます。 

ご指摘を踏まえまして、取組③に位置づけて

いる事業【低年齢からのこころの健康づくり

授業の実施】について、【低年齢からのいの

ちとこころの健康づくり授業の実施】と修正

し、低年齢から自他のいのちがかけがえのな

いものであることを実感できる教育を進めて

まいります。 

また取組④⑤に位置づけているとおり、市全

体が互いに見守り、支え合える環境を作れる

よう努めてまいります。 

７ （要旨）  

物理的な自殺しにくい環境づくりへの 

補助事業 

自殺をしようとする方が、踏みとどまれるよ

うな環境づくりを検討してまいります。 

８ 【該当箇所】 

柱２―取組６ 

（要旨） 

こころの健康相談対策の充実を望みます。 

さまざまな要因を抱える方に応じた相談支援

体制の充実に努めてまいります（取組⑥）。 

 


